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千葉・長野県内災害VC運営支援へ職員派遣

令和元年台風15号・台風19号支援活動報告巻頭
特集

　
東
日
本
を
中
心
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
台
風
15
号
、
台
風
19
号
。
被
災
地
で
は
被
害
を
受
け
ら
れ
た
方
々

の
支
援
を
行
う
た
め
、
各
地
で
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
災
害
Ｖ
Ｃ
）が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
新
潟

県
社
協
及
び
県
内
市
町
村
社
協
は
、「
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
都
県
・
指
定
都
市
社
会
福
祉
協
議
会
災
害
時
相
互
支
援
協
定
」

に
基
づ
き
、
千
葉
県
と
長
野
県
内
の
災
害
Ｖ
Ｃ
運
営
支
援
の
た
め
職
員
派
遣
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
隣
接
被
災
県

へ
の
支
援
と
し
て
、「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
」の
運
行
が
市
町
村
社
協
を
中
心
に
行
わ
れ
、
多
く
の
県
民
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
支
援
活
動
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

千
葉
県
館
山
市
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
支
援

　

令
和
元
年
９
月
８
日（
日
）に

発
生
し
た
台
風
15
号
の
被
害
に

伴
い
、
新
潟
県
社
協
は
千
葉
県

社
協
か
ら
の
職
員
派
遣
要
請
に

基
づ
き
、
９
月
29
日
か
ら
10
月

11
日
ま
で
の
間
、
県
内
市
町
村

社
協
と
と
も
に
館
山
市
災
害
Ｖ

Ｃ
の
運
営
支
援
に
あ
た
り
ま
し

た
。

　

被
害
の
特
徴
は
、
強
風
に
よ

る
家
屋
の
損
壊（
特
に
屋
根
や

窓
ガ
ラ
ス
）が
多
く
、
災
害
Ｖ

Ｃ
に
寄
せ
ら
れ
る
ニ
ー
ズ
は
、

当
面
の
雨
水
を
凌
ぐ
た
め
の
屋

根
へ
の
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
張
り
が

主
で
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら

は
高
所
か
つ
危
険
な
作
業
で
あ

り
、
専
門
技
術
も
要
す
る
こ
と

か
ら
、
一
般
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
は
対
応
が
難
し
く
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
調
整
に
際
し
て

は
大
変
も
ど
か
し
い
思
い
で
し

た
。

　

今
回
の
運
営
支
援
で
は
、
千

葉
県
内
の
多
数
の
市
町
で
被
害

が
発
生
し
た
こ
と
、
ま
た
、
館

山
市
社
協
の
職
員
体
制
な
ど
か

ら
、
災
害
Ｖ
Ｃ
内
の
各
業
務（
受

付
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、

マ
ッ
チ
ン
グ
、
送
り
出
し
）は
、

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
社
協
の
派
遣
職

員
が
そ
の
中
核
を
担
い
、
後
任

へ
の
業
務
引
継
ぎ
を
常
に
意
識

し
た
対
応
が
求
め
ら
れ
、
重
責

を
感
じ
る
と
と
も
に
貴
重
な
経

験
を
得
る
機
会
と
も
な
り
ま
し

た
。長

野
市
北
部
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
支
援

　

長
野
市
は
、
千
曲
川
の
堤
防

が
決
壊
し
、
全
壊
８
２
４
棟
、

半
壊
１
，４
６
５
棟
、
一
部
損

壊
１
，５
７
３
棟
の
甚
大
な
被

害
を
受
け
ま
し
た
。
長
野
市
北

部
災
害
Ｖ
Ｃ
は
、
千
曲
川
の
決

壊
地
点
に
近
い
地
域
を
支
援
す

る
セ
ン
タ
ー
と
し
て
設
置
さ
れ

ま
し
た
。

　

被
災
地
域
は
道
幅
が
狭
く
、

多
様
な
機
関
と
の
連
携
の
大
切
さ
再
認
識

関東ブロック社協の協定等に基づく新潟県社協及び県内市町村社協職員派遣状況
派遣先 派遣期間 派遣者数（実人数） 備考

館山市災害VC（千葉県） ９月 26日～ 10月 15日
（※10月12日～15日は台風のため派遣中止） 8名 新潟県社協及び市町村社協

（新潟市社協除く）
富津市災害VC（千葉県） 9月 26日～ 10月 11日 6名 新潟市社協

飯山市災害VC（長野県）
10月 18日～ 10月 27日 9名 新潟県社協及び市町村社協

10月 17日～ 10月 21日 16名 上越市､ 小千谷市､ 十日町市､ 魚沼
市､ 南魚沼市社協から独自に派遣

須坂市災害VC（長野県） 10月 21日～ 10月 28日 １名 新発田市社協（新発田市が須坂市=姉
妹都市=からの支援要請に基づき派遣）

長野市北部災害VC（長野県） 10月 28日～ 12月 16日 23名 新潟県社協及び市町村社協

館山市災害VC
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大
規
模
な
駐
車
ス
ペ
ー
ス
も
な

い
た
め
、
災
害
Ｖ
Ｃ
で
一
旦
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
入
れ
、
そ
こ

か
ら
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
各
サ
テ

ラ
イ
ト
へ
送
迎
し
、
サ
テ
ラ
イ

ト
で
地
域
ニ
ー
ズ
と
活
動
を

マ
ッ
チ
ン
グ
し
て
い
ま
し
た
。

　

被
災
か
ら
３
カ
月
ほ
ど
経
過

し
た
１
月
26
日
現
在
で
、
６
万

３
千
人
を
超
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
が
活
動
し
ま
し
た
。

　

◆
派
遣
職
員
の
活
動

　

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
の
派
遣
職
員

は
、
５
日
間
１
ク
ー
ル
と
し
、

各
ク
ー
ル
６
人
体
制
で
、
①
団

体
受
付
兼
総
務
的
業
務
②
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
③
送
り
出
し

の
セ
ク
シ
ョ
ン
を
担
い
ま
し
た
。

　

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
に
属
す
る
新

潟
県
社
協
は
、
10
月
28
日
〜
12

月
４
日
ま
で
の
間
、
新
潟
県
内

市
町
村
社
協
と
と
も
に
延
べ
53

人
の
職
員
が
活
動
し
ま
し
た
。

災
害
Ｖ
Ｃ
は
、
毎
日
30
人
ほ
ど

の
ス
タ
ッ
フ
で
運
営
し
、
平
日

１
日
千
人
弱
、
土
日
は
各
日
２

千
人
前
後
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

受
入
れ
、
各
サ
テ
ラ
イ
ト
へ
バ

ス
送
迎
を
行
い
ま
し
た
。

　

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
社
協
の
派
遣

職
員
は
、
外
部
支
援
者
の
中
で

も
比
較
的
長
期
滞
在
の
派
遣
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
地
元
の
中
核

ス
タ
ッ
フ
で
日
々
多
忙
な
職
員

を
補
佐
で
き
る
よ
う
、
総
務
的

役
割
も
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

◆
多
様
な
機
関
と
の
連
携

　

派
遣
期
間
中
の
主
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
は
、
個
人
宅
の
家

財
の
運
び
出
し
や
床
下
の
泥
出

し
が
中
心
で
し
た
。
全
壊
し
た

家
屋
も
多
く
、
被
災
さ
れ
た
方

の
気
持
ち
に
寄
り
添
っ
た
支
援

を
第
一
に
活
動
が
進
め
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
他
、
専
門
技
術
の

必
要
な
床
板
は
が
し
等
の
ニ
ー

ズ
に
つ
い
て
は
、
技
術
系
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
と
連
携
し
、
ま

た
、
浸
水
に
よ
り
被
害
を
受
け

た
リ
ン
ゴ
畑
を
守
る「
農
業
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」の
取
り
組
み
も

Ｊ
Ａ（
農
協
）中
心
に
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
団
体
で
は
、
企
業

や
社
協
、
学
校
等
、
全
国
各
地

か
ら
申
し
込
み
を
受
け
ま
し
た
。

　

広
範
囲
に
甚
大
な
被
害
を
受

け
た
地
域
を
長
期
に
わ
た
り
支

援
し
て
い
く
に
は
、
こ
の
度
の

長
野
市
北
部
災
害
Ｖ
Ｃ
の
よ
う

に
、
県
社
協
と
地
元
社
協
が
中

心
と
な
り
、
行
政
、
企
業
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
、
学
校
等
多
様
な
機
関
が

連
携
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
そ
の
た
め
に
も
、
地
元
の

さ
ま
ざ
ま
な
団
体
と
関
係
性
を

つ
く
る
こ
と
や
ス
タ
ッ
フ
の
育

成
等
、
日
頃
か
ら
の
備
え
の
必

要
性
を
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

　

◆
復
興
に
向
け
て

　

復
旧
が
進
む
中
で
、
被
災
さ

れ
た
方
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
ニ
ー

ズ
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
災
害

Ｖ
Ｃ
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
と
並
行
し
て
、
長
野
県
内
の

市
町
村
社
協
職
員
を
中
心
に
、

再
度
被
災
世
帯
へ
の
訪
問
を
行

い
、
復
旧
状
況
や
生
活
で
の
困

り
ご
と
等
の
聞
き
取
り
を
実
施

す
る
な
ど
、
被
災
さ
れ
た
方
の

思
い
に
寄
り
添
い
、
次
の
生
活

支
援
に
向
け
た
体
制
づ
く
り
が

検
討
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
12
月
19
日

に
は
長
野
市
社
協
に「
長
野
市

生
活
支
援
･
地
域
さ
さ
え
あ
い

セ
ン
タ
ー
」が
設
置
さ
れ
、
生

活
支
援
相
談
員
に
よ
る
被
災
世

帯
へ
の
相
談
支
援
活
動
が
行
わ

れ
る
な
ど
、
一
人
ひ
と
り
に
寄

り
添
っ
た
活
動
が
引
き
続
き
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
に

よ
る
支
援（
郡
山
市
、長
野
市
）

　

新
潟
県
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

調
整
会
議（
座
長
：
新
潟
県
社

協　

関
谷
政
友
常
務
理
事
・
事

務
局
長
）で
は
、
台
風
19
号
に

よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
被

災
地
支
援
活
動
の
一
環
と
し

て
、
11
月
16
日（
土
）に
福
島
県

郡
山
市
へ
、
同
月
23
日（
土
･

祝
）に
長
野
県
長
野
市
へ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
バ
ス
を
運
行
し
ま
し

た
。

　

郡
山
市
は
阿
武
隈
川
を
は
じ

め
た
と
し
た
複
数
の
河
川
の
決

壊
・
越
水
に
よ
り
推
定
２
万
以

上
の
世
帯
が
被
害
を
受
け
、
長

野
市
も
千
曲
川
の
決
壊
・
越
水

に
よ
り
１
万
近
い
世
帯
が
被
害

を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
人
的
被

害
も
発
生
し
ま
し
た
。

　

長
野
市
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

バ
ス
に
は
、
県
内
各
地
か
ら
34

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
当
日
、

長野市北部災害ＶＣ

長野市でのボランティア活動

県内市町村社協等による「ボランティアバス」の実施状況

実施回数 ボランティア
活動者数 活動先

36 回 721名

長野県（長野市)、栃
木県（栃木市、佐野
市、鹿沼市）、福島
県（郡山市、いわき
市、相馬市、本宮市、
川俣町）
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新
潟
県
内
の
被
災
地
支
援

　

台
風
19
号
が
も
た
ら
し
た
記

録
的
大
雨
に
よ
り
、
信
濃
川
、

阿
賀
野
川
流
域
が
氾
濫
し
、
床

上
・
床
下
浸
水
被
害
が
県
内
各

地
で
発
生
し
ま
し
た
。
新
潟
県

社
協
は
、
10
月
13
日
か
ら
市
町

村
社
協
に
対
し
て
、
被
害
状
況

や
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

必
要
性
に
つ
い
て
確
認
を
行
い

ま
し
た
。
10
月
15
日
に
は
阿
賀

町
社
協
に
県
社
協
職
員
の
派
遣

を
行
い
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　

阿
賀
町
で
は
、
被
害
が
発
生

し
た
10
月
13
日
か
ら
阿
賀
町
と

阿
賀
町
社
協
が
連
携
し
、
浸
水

被
害
世
帯
の
訪
問
調
査
と
ニ
ー

ズ
把
握
を
行
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
必
要
性
を
確
認
し
ま

し
た
。
被
害
状
況
等
か
ら
、
災

害
Ｖ
Ｃ
を
設
置
し
、
広
く
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
呼
び
か
け
る
形
を

取
ら
ず
、
町
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
中
心
に
支

援
活
動
を
進

め
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　

10
月
16
日

か
ら
３
日
間
、

被
災
さ
れ
た

世
帯
の
泥
出

し
や
災
害
ご

み
の
撤
去
作

業
を
実
施
し

ま
し
た
。
８
年
前
の
水
害
経
験

を
基
に
、
初
動
段
階
か
ら
、
行

政
と
社
協
の
情
報
共
有
や
連
携

が
図
ら
れ
、
多
く
の
町
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
て
、
迅

速
に
支
援
活
動
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
津
南
町
で
も
、
行
政
と

社
協
で
情
報
共
有
を
図
り
、
被

害
の
大
き
か
っ
た
集
落
で
、
上

郷
地
区
振
興
協
議
会
を
は
じ
め

と
す
る
地
域
の
方
々
が
、
10
月

15
日
か
ら
３
日
間
、
被
災
さ
れ

た
世
帯
の
災
害
ご
み
の
撤
去
や

床
剥
ぎ
、
処
理
場
へ
の
搬
入
等

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

　

両
町
と
も
町
民
を
中
心
に
、

日
頃
の
自
治
会
活
動
等
に
お
け

る
地
域
の
つ
な
が
り
や
助
け
合

い
に
よ
る
支
援
活
動
が
行
わ

れ
、
平
時
か
ら
災
害
時
に
も
備

え
た
地
域
づ
く
り
の
重
要
性
を

改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

◇　
　
　

◇

　

被
災
地
で
は
今
も
な
お
復
旧

活
動
が
続
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

被
災
さ
れ
た
方
は
仮
設
住
宅
な

ど
に
移
り
住
む
な
ど
、
支
援
活

動
も
新
た
な
段
階
へ
と
移
行
し

て
い
ま
す
。
一
日
も
早
い
復
興

を
心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。

　

今
回
の
支
援
経
験
を
踏
ま

え
、
平
時
か
ら
災
害
時
に
も
備

え
た
支
援
体
制
の
構
築
を
進
め

る
た
め
、
関
係
団
体
と
の
顔
の

見
え
る
関
係
づ
く
り
や
被
災
者

に
寄
り
添
っ
た
支
援
活
動
を
行

え
る
人
材
育
成
な
ど
を
一
層
進

め
て
い
き
ま
す
。

日
常
の
自
治
会
活
動
が
機
能

台風 19号被害に伴う新潟県内における災害ボランティア活動状況

10 月 15日 10月 16日 10月 17日 10月 18日 合　計

ボランティア
活動者数 団体数 活動件数 ボランティア

活動者数 団体数 活動件数 ボランティア
活動者数 団体数 活動件数 ボランティア

活動者数 団体数 活動件数 ボランティア
活動者数 団体数 活動件数

阿賀町 16 １ ４ 19 １ ６ 21 １ １ 56 ３ 11

津南町 ６ １ １ 18 １ ３ 16 １ ３ 40 ３ ７

合計 ６ １ １ 34 ２ ７ 35 ２ ９ 21 １ １ 96 ６ 18

津南町でのボランティア活動
（妻有新聞社提供）

阿賀町でのボランティア活動

早
朝
６
時
前
に
新
潟
県
庁
駐
車

場
に
集
合
し
、
大
型
バ
ス
１
台

で
約
３
時
間
か
け
て
長
野
市
北

部
災
害
Ｖ
Ｃ
へ
向
か
い
ま
し
た
。

　

現
地
で
は
災
害
Ｖ
Ｃ
の
指
示

に
よ
り
参
加
者
は
複
数
班
に
分

か
れ
、
被
災
し
た
家
屋
の
泥
出

し
や
清
掃
活
動
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。
参
加
者
か
ら
は「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
バ
ス
は
あ
り
が
た
い

の
で
続
け
て
ほ
し
い
」、「
と
に

か
く
人
手
が
い
る
作
業
で
、
自

分
の
で
き
る
範
囲
で
お
手
伝
い

が
で
き
、
参
加
し
て
よ
か
っ
た
」

な
ど
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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賠
償
責
任

園
児
傷
害

保険金額

賠
償
責
任

園
児
傷
害

年間保険料
定員数 保険料

保険金額 年間保険料
定員数 保険料

●この保険は全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約（賠償責任保険、個人情報取扱事業者賠償責任保険、
　学校契約団体傷害保険、普通傷害保険、労働災害総合保険、約定履行費用保険、動産総合保険、費用・利益保険）です。

セットプラン
基本セット補償

天災セット補償

対人賠償
対物賠償
受託物賠償
　
人格権侵害
事故対応特別費用
被害者対応費用
　
死亡保険金
後遺障害保険金
入院保険金
通院保険金

1名→1億円　1事故→7億円
1事故→1,000万円
200万円（自己負担なし）
うち現金補償→20万円限度
期間中→1,000万円
期間中→500万円
1事故→10万円限度
（見舞金・見舞品は1名につき5万円限度）
121.2万円
程度に応じて死亡保険金額の4％～100％
1,700円*
1,100円

41～50名
51名以降　　　　
1～10名増ごとに
90名まで　　　　

91～100名
101名以降　　　
1～10名増ごとに
150名まで　　　

151名以降　　　
1～10名増ごとに

22,700円

1,200円

29,300円

1,200円

1,420円

園児1名
1口あたり
（2口まで加入できます）

870円

対人賠償
対物賠償
受託物賠償
　
人格権侵害
事故対応特別費用
被害者対応費用
　
死亡保険金
後遺障害保険金
入院保険金
通院保険金

1名→2億円　1事故→10億円
1事故→1,000万円
200万円（自己負担なし）
うち現金補償→20万円限度
期間中→1,000万円
期間中→500万円
1事故→10万円限度
（見舞金・見舞品は1名につき5万円限度）
108万円
程度に応じて死亡保険金額の4％～100％
1,500円*
1,000円

41～50名
51名以降　　　　
1～10名増ごとに
80名まで　　　　

81～90名
91～100名
101名以降　　　
1～10名増ごとに
150名まで　　　

　

151名以降　　　
1～10名増ごとに

28,000円

1,500円

33,900円
36,200円

1,500円

1,800円

園児1名
1口あたり
（2口まで加入できます）

1,190円

プラン 2
保育所利用者の補償

❶園児の傷害事故補償　
❷来園者の傷害事故補償
❸園児送迎車搭乗中の傷害事故補償

プラン 4
社会福祉法人役員の補償 社会福祉法人役員等の賠償責任補償

プラン 3
保育所職員の補償

❶保育所職員の労災上乗せ補償
❷保育所職員の傷害事故補償
❸保育所職員の感染症罹患事故補償

基本セット補償保険料計算例
100名で加入の場合

賠償
傷害
870円
×100名
×1口
合計

29,300円

87,000円

116,300円
＊手術保険金のお支払額は、入院中
の手術の場合：入院保険金日額の
10倍、外来の手術の場合：入院保
険金日額の5倍となります。

http://www.fukushihoken.co.jp

ふくしの保険 検索

●簡単、便利な
　インターネットで手続きを

〈SJNK18-13581 2019.1.16作成〉

●このご案内は概要を説明したものです。詳しい内容のお問い合わせは下記までお願いします。●

個別プラン

◆加入対象は社会福祉法人等が運営
　する認可保育所、認定こども園

平成31年度

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３

損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課
TEL：０３（３３４９）５１３７〈引受幹事

保険会社〉
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3を除きます。） 受付時間：平日の9:30～17:30（12/29～1/3を除きます。）

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

（保険期間 1年）

プラン 1
保育所業務の補償

❶基本補償
❷個人情報漏えい対応補償
❸保育所の什器・備品損害補償

改定

改定

セットプランを
おすすめします！！

令和元年度
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◆
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　

平
成
31
年
４
月
か
ら
令
和
２

年
１
月
の
間
に
、
高
齢
者
や
そ

の
家
族
等
か
ら
１
，４
０
６
人
、

延
べ
１
，
９
２
３
件
の
相
談
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

相
談
者
の
81
％
が
女
性
、

19
％
が
男
性
で
、
相
談
方
法
で

は
電
話
に
よ
る
も
の
が
94
％
と

圧
倒
的
で
す
。

　

相
談
内
容
で
最
も
多
い
の
は

家
族
･
家
庭
に
関
す
る
も
の

で
、
全
体
の
36
％
、
次
い
で
経

済
・
生
活
に
関
す
る
も
の
が

33
％
、
法
律
に
関
す
る
も
の
が

16
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

平
成
31
年
４
月
よ
り
新
た
に

開
設
さ
れ
た
相
談
窓
口
で
す
。

令
和
２
年
１
月
末
時
点
で
、

２
５
４
人
、
延
べ
３
５
２
件
の

相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

相
談
者
は
女
性
が
70
％
、
男

性
が
30
％
で
、
半
数
以
上
が
両

親
（
父
母
）
に
関
す
る
家
族
か

ら
の
相
談
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
時
点
で
数
多
く
は
な

い
も
の
の
、
本
人
か
ら
の
相
談

件
数
も
徐
々
に
増
加
し
て
い
る

傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
・
認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

ひとりで悩まず、お気軽にご相談ください
（相談無料、秘密厳守）

新潟県高齢者総合相談センター
025-285-4165（よいろうご）

新潟県認知症コールセンター
　025-281-2783（にんちしょう　なやみ）

両センターの相談時間：月～金（祝日除く）　９:00 ～ 17:00

■相談分類別（上段：相談センター件数 1,923 件／下段：コールセンター件数 352 件）

■相談内容の例

保健・医療
相談センター：111件
コールセンター：252件

生
き
が
い

福祉サービス
相談センター：156件
コールセンター：69件

経済・生活
相談センター：632件
コールセンター：4件

法律
相談センター：310件
コールセンター：6件

家族・家庭
相談センター：701件
コールセンター：19件

そ
の
他

自
殺
医
療
関
係
機
関

認
知
症

医
療
精
神
衛
生

趣
味
・
余
暇
活
動

そ
の
他

施
設
・
機
関
・
窓
口

福
祉
用
具
・
住
宅
改
修

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

介
護
認
定
・
サ
ー
ビ
ス

そ
の
他

仕
事
住
宅
・
設
備

土
地
・
不
動
産

税
金
年
金
・
保
険
・
手
当

生
計
（
生
活
費
）

そ
の
他

人
権
虐
待
（
高
齢
・
障
害
）

金
銭
・
サ
ラ
金

借
地
・
借
家

成
年
後
見

相
続
・
財
産

家
庭
・
離
婚
・
扶
養

そ
の
他

近
所
・
地
域

夫
婦
家
族
人
生
（
単
身
）

58 1 13 14 14 11 13 49 58 2 3 44 470 49 12 27 4 21 49 69 5 9 56 15 28 98 30 176 55 71 350 49
12 0 5 222 0 13 2 5 9 0 0 55 3 1 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 3 0 0 2 0 1 15 1

（単位：件）

高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

◯身体のあちこちが不調で、死にたいくらいの気持ちになる。話し相手になってくれる人がほしい。
◯一人暮らしで身寄りもない。入院・入所時の保証人の確保が心配。
◯離婚を考えているが、どうすべきか迷っている。
◯子どもが金銭的に困っており、たびたび無心されている。私も経済的に限界である。
◯隣家の騒音で安眠できない。申し出ても相手が真 に対応してくれない。
◯不動産の相続と成年後見人の申立てについて相談したい。
◯電話会社の代理店を名乗る事業所から頻繁に電話がかかってきて困っている。
◯高齢の親がふさぎがちになっており心配。家族ができるサポートにも限界があるように感じている。
◯同居している親に対して感情的になってしまい、いさかいが絶えない。どうしたら良いか。
◯介護について、親族間で考えが一致せず困っている。

認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

◯独居の親に認知症とおぼしき症状が現れているが、受診を拒んでいる。
◯親が認知症と診断された。今後は同居も考えているが、何を準備しておくべきか知りたい。
◯妄想と思われる言動がたびたび見られ、対応に困っている。
◯徘徊があり夜にも出かけてしまう。これから先どのように対応していくべきか。
◯別居の両親が認知症になり、家のリフォームを契約したことを忘れてしまっている。
◯介護サービスを利用したがらない相手をどのように説得したらよいか。
◯認知症介護について、私の思いとケアマネジャーの考え方が上手くかみ合わない。
◯認知症の親が心配で介護のためにしばらく一緒に過ごしているが、愚痴を言える場所がない。
◯家族から最近様子が変わったと言われ、受診をすすめられている。不安になり相談した。
◯認知症の診断を受けたが、どのような病気なのか知りたい。
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市
町
村
ト
ピ
ッ
ク
ス

社
協
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
更
新

加
茂
市
共
同
募
金
委
員
会

　

加
茂
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
2
台
の

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
所
有
し
て
お
り
、
そ
の

う
ち
1
台
の
老
朽
化
が
激
し
く
故
障
が
多

く
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
こ
の

度
、
共
同
募
金
か
ら
２
０
０
万
円
の
助
成

を
受
け
て
更
新
し
ま
し
た
。

　

こ
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
は
、
社
協
で
の

色
々
な
事
業
や
県
民
福
祉
大
会
等
の
送

迎
、
事
務
受
託
団

体
で
あ
る
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
主
催
の

各
種
事
業
の
送
迎

な
ど
様
々
な
地
域

福
祉
活
動
で
使
用

し
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
活
用

し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

家
族
会
か
ら
の
学
び
・
気
づ
き
・

繋
が
り
か
ら
の
展
開

フ
ォ
ル
ト
ネ
ッ
ト（
十
日
町
市
）

　

フ
ォ
ル
ト
ネ
ッ
ト
の
主
な
活
動
は
、
定

期
開
催
の
講
話
会
、
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
学

習
会
、
就
労
体
験
、
相
談
業
務
、
ひ
き
こ

も
り
当
事
者
の
居
場
所
作
り
等
で
す
。

　
「
経
験
者
同
士
だ
か
ら
こ
そ
共
有
し
て

分
か
ち
合
い
、
で
き
る
こ
と
が
あ
る
は
ず

で
あ
る
」
と
思
い
な
が
ら
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
教
え
て
く
れ
る
の
は
、
当
事
者
で

あ
り
、
家
族
で
す
。

　

家
族
会
と
当
事
者
が
繋
が
り
、
中
心
市

街
地
の
袋
小
路
に
当
事
者
の
居
場
所
「
ね

こ
ろ
ん
だ
」
を
開
所
し
、
試
行
錯
誤
し
な

が
ら
の
毎
日
で
す
。
第
二
の
ひ
き
こ
も
り

場
所
に
な
ら
な
い
よ
う
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
ラ
ン
チ
会
、
プ
チ
仕
事
を
組
み
込
ん
で

い
ま
す
。

　

今
日
ま
で
の
活
動
は
、
家
族
会
か
ら
の

学
び
・
気
づ
き
・
繋
が
り
か
ら
展
開
し
て

い
ま
す
。
自
分
た
ち
が
必
要
だ
と
思
う
こ

と
を
実
行
し
、
伝
え
続
け
て
き
た
こ
と
に

対
し
て
他
業
種
の
人
達
が
支
え
て
く
れ
た

か
ら
、
フ
ォ
ル
ト
ネ
ッ
ト
は
続
け
ら
れ
て

い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
で
3
年
目
の
実
施
と
な
る
「
に
い

が
た
・
新
テ
ー
マ
型
募
金
」
に
は
、
た
く

さ
ん
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
心

よ
り
感
謝
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
支

え
て
い
た
だ
き
な

が
ら
、
こ
れ
か
ら

も
自
分
た
ち
流
で

ゆ
っ
く
り
と
活
動

し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

新潟ユニゾンプラザ 情  報
貸ホール・貸会議室は新潟ユニゾンプラザへ
　多目的ホール、大会議室、大・中・小研修室など
用途や規模にあわせてご利用いただけます。
　無料の専用駐車場（220台）を完備しております。
◆貸室の利用申込方法
　 ユニゾンプラザホームページよりお申し込みくだ
さい。貸室の予約状況も公開しています。
　URL：http://www.unisonplaza.jp/

◆主な貸室の紹介
【多目的ホール】

　施設内にてイベント開催時には、主催者が保育ルームを開設
し、子どもを預ける場所として無料でご利用いただけます。館
内の貸出施設と合わせてご予約ください。また、館内には「授
乳室」もあります。

［座席数］   448 席
　固定席：336席
　可動席：112席
［舞台］
　間口：14.6m
　奥行： 8.1m
　高さ： 7.6m

　各種の視聴覚設備を取り揃えた
ホールです。448席のうち、前側
112席はステージの下に収納でき
ます。また、ホールには、子ども
連れの方用に「親子室」があります。
　また、プロジェクターが新しく
なり、従来よりサイズが大きく、
映像も鮮明に投影されるので、是
非ご利用ください。

【保育ルーム】 【授乳室】

購入したマイクロバス

ピアサポーター学習会の様子

NEW!
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2020年１月11日～2020年２月10日福福福福福福福祉祉祉祉祉祉祉NNNNNNNEEEEEEEWWWWWWWSSSSSSS

 

951-8133 
1-47-1  

TEL 025-267-1221 FAX 025-233-7255 
URL http://kenkyosai.jp  
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燕
市
内
で
、
指
定
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
「
ト
ム
・
ソ
ー

ヤ
」
を
は
じ
め
、「
ア
ト
ム
寮
」
な

ど
５
つ
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー「
ア
リ
ス
」、
中

途
障
が
い
者
の
た
め
の
「
ト
ム
の

家
」、
地
域
の
人
が
気
軽
に
立
ち

寄
れ
る
店
「
喫
茶
つ
ば
め
や
」
を

運
営
し
て
い
ま
す
＝
関
連
記
事
12

面
「
福
祉
の
現
場
」
＝
。

　

障
が
い
と
い
う
ハ
ン
デ
ィ
が
あ

り
な
が
ら
、
一
生
懸
命
に
社
会
で

自
立
し
働
こ
う
と
い
う
人
た
ち
を

応
援
し
、
支
援
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
職
員
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
多
く
の
温
か

い
輪
が
、
そ
の
「
可
能
性
」
を
生

か
そ
う
と
後
押
し
し
て
い
ま
す
。

法
人
名
は
「
能
力
は
そ
れ
ぞ
れ

違
っ
て
当
た
り
前
、
前
向
き
に
笑

顔
を
絶
や
さ
ず
頑
張
っ
て
い
こ

う
」
と
い
う
思
い
か
ら
付
け
ら
れ

ま
し
た
。

　

福
祉
作
業
所
ト
ム
・
ソ
ー
ヤ
の

一
日
は
、
午
前
９
時
の
体
操
と
歌

で
始
ま
り
ま
す
。
一
般
就
労
を
目

指
し
、
必
要
な
知
識
や
社
会
性
を

身
に
付
け
た
り
、
施
設
内
で
の
作

業
や
施
設
外
実
習
な
ど
を
行
い
ま

す
。

　

ま
た
、
手
織
り
の
ス
ト
ー
ル
な

ど
も
製
作
・
販
売
を
し
て
い
ま
す
。

近
藤
理
事
長
自
身
も
機
織
り
を
し

た
い
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
器

用
な
利
用
者
が
い
た
こ
と
か
ら
始

め
た
手
織
り
製
品
。「
ト
ム
・
ソ
ー

ヤ
」
の
ロ
ゴ
を
付
け
た
製
品
が
周

知
さ
れ
、
定
着
す
る
ま
で
10
年
か

か
っ
た
と
言
い
ま
す
。
そ
の
「
織

り
姫
」
は
自
信
を
付
け
良
い
仕
事

を
続
け
て
い
ま
す
。
ス
ト
ー
ル
は

丁
寧
に
織
り
上
げ
ら
れ
品
質
に
は

定
評
が
あ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

販
売
サ
イ
ト
も
立
ち
上
げ
、
全
国

に
届
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ト
ム
・
ソ
ー
ヤ
の
分
場
施
設
の

「
ト
ム
の
家
」
で
は
、
リ
ハ
ビ
リ

を
受
け
な
が
ら
請
負
作
業
や
授
産

製
品
な
ど
の
生
産
に
励
ん
で
い
ま

す
。

　

喫
茶
つ
ば
め
や
で
も
、
障
が
い

の
あ
る
人
た
ち
が
働
い
て
い
ま

す
。
こ
こ
で
の
接
客
が
就
労
に
ス

ム
ー
ズ
に
つ
な
が
る
実
習
の
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。
借
り
た
畑
で
自

分
た
ち
が
育
て
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や

サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど
は
、
こ
こ
で
の

食
材
と
し
て
使
わ
れ
る
と
言
う
こ

と
で
す
。

　

ア
ビ
リ
テ
ィ
燕
の
モ
ッ
ト
ー
は

「
遊
び
も
仕
事
も
頑
張
る
」
で
す
。

平
成
30
（
２
０
１
８
）
年
度
の
ト

ム
・
ソ
ー
ヤ
の
活
動
実
績
を
見
る

と
、
４
月
の
入
所
式
と
い
ち
ご
狩

り
に
始
ま
り
、
５
月
の
遠
足
、
夏

の
市
民
祭
参
加
、
花
火
大
会
見
物

か
ら
12
月
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
、
新

年
会
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
、
年
度

末
お
楽
し
み
会
な
ど
と
、
季
節
ご

と
に
楽
し
い
行
事
が
目
白
押
し
で

す
。

　

ア
ビ
リ
テ
ィ
燕
は
、
昭
和
57

（
１
９
８
２
）
年
４
月
に
、
現
理

事
長
の
父
・
長
岡
與
四
郎
さ
ん
が

生
活
支
援
ホ
ー
ム
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
立
ち
上
げ
た
こ
と
に
始
ま
り

ま
す
。
市
内
で
初
め
て
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
で
す
。
そ
し
て
平
成
13

（
２
０
０
１
）
年
、
長
岡
さ
ん
の

死
去
に
よ
り
、
近
藤
麻
理
子
さ
ん

が
２
代
目
理
事
長
に
就
任
し
ま
し

た
。
近
藤
理
事
長
に
は
初
め
て
の

福
祉
の
世
界
だ
っ
た
そ
う
で
す

が
、
持
ち
前
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
で
、

障
害
を
持
た
れ
た
方
々
が
地
域
の

皆
さ
ん
と
同
じ
場
所
で
生
活
し
、

支
え
合
い
な
が
ら
普
通
に
暮
ら
し

て
い
け
る
よ
う
力
を
注
い
で
き
ま

し
た
。

◇　
　
　

◇

　

地
域
の
社
会
資
源
を
耕
し
、
共

生
社
会
に
向
か
っ
て
、
地
域
を
支

え
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
福
祉
関
連
団

体
な
ど
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

 

＝
随
時
掲
載
＝

合
い
言
葉
は
、
遊
び
も
仕
事
も
頑
張
る

◆ 

メ
　
モ 

◆

　

ア
ビ
リ
テ
ィ
燕
に
隣
接
す
る
「
喫

茶
つ
ば
め
や
」は
平
成
27（
２
０
１
５
）

年
の
オ
ー
プ
ン
。
地
域
と
の
交
流
の

場
と
な
っ
て
お
り
、
作
品
展
の
開
催

や
ト
ム
・
ソ
ー
ヤ
で
製
作
の
ス
ト
ー

ル
な
ど
を
直
接
手
に
取
っ
て
試
す
こ

と
も
で
き
る
。自
家
焙
煎
の
コ
ー
ヒ
ー

や
日
替
わ
り
ラ
ン
チ
、
和
ス
イ
ー
ツ

が
人
気
。
営
業
は
10
時
か
ら
18
時
（
土

曜
日
は
８
時
30
分
か
ら
16
時
）。
日
曜

日
と
月
曜
日
は
休
み
。

　
【
ア
ビ
リ
テ
ィ
燕
】

◆
住
所　

〒
９
５
９
―

１
２
８
１

　

燕
市
桜
町
５

◆ 

電
話　
０
２
５
６
―
６
６
―
０
０
０
３

特
定
非
営
利
活
動
法
人
　
ア
ビ
リ
テ
ィ
燕

（
近
藤
麻
理
子
・
理
事
長
＝
燕
市
）

市民祭参加へよさこい踊りの練習

喫茶つばめやとアビリティ燕（右）

楽しかった四国への旅行
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新
潟
西
高
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

部
は
創
部
15
年
。
毎
週
木
曜
日

の
放
課
後
、
や
り
た
い
活
動
を

話
し
合
い
、
土
日
や
夏
休
み
な

ど
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。

　

新
潟
市
社
会
福
祉
協
議
会
、

新
潟
県
視
覚
障
害
者
福
祉
協

会
、
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
新

潟
西
な
ど
、
地
域
の
皆
さ
ん
か

ら
も
、
多
く
の
ご
支
援
を
い
た

だ
き
、
楽
し
く
学
び
な
が
ら
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
ま
す
。

　

☆
お
も
な
活
動

　
【
子
ど
も
た
ち
に
関
わ
る
活

動
】
地
元
の
西
幼
稚
園
、
西
内

野
小
学
校
、
西
地
区
公
民
館
の

運
動
会
や
キ
ッ
ズ
ラ
ン
ド
、
新

潟
市
児
童
セ
ン
タ
ー
の
万
代
あ

そ
び
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
い
っ

た
行
事
に
参
加
し
、
小
学
生
や

幼
稚
園
児
と
一
緒
に
あ
そ
ん
だ

り
、
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
運
営
に

協
力
し
た
り
し
ま
し
た
。

　
【
障
害
の
あ
る
人
や
高
齢
者

に
関
わ
る
活
動
】
盲
導
犬
育
成

の
た
め
の
ふ
れ
あ
い
募
金
に
参

加
し
た
り
、
新
潟
市
西
区
に
あ

る
高
齢
者
施
設
・
新
潟
あ
そ
か

苑
の
夏
祭
り
で
か
き
氷
売
り
な

ど
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
活
動
し

ま
し
た
。
全
国
障
害
者
芸
術
文

化
祭
で
は
新
潟
駅
で
お
も
て
な

し
カ
ー
ド
な
ど
の
配
布
も
し
ま

し
た
。

　
【
学
習
・
啓
発
活
動
】
高
文

連
の
講
習
会
で
視
覚
障
害
や
聴

覚
障
害
、
認
知
症
に
つ
い
て
学

び
、
な
に
か
で
き
る
こ
と
は
な

い
か
と
部
員
で
話
し
合
い
ま
し

た
。
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
の
関
係

で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
田
中

屋
さ
ん
の
だ
ん
ご
を
西
高
の
文

化
祭
で
販
売
し
、
そ
の
と
き
に

講
習
会
で
学
ん
だ
内
容
を
ま
と

め
た
チ
ラ
シ
を
作
り
一
緒
に
お

渡
し
し
ま
し
た
。

　

ほ
か
に
も
、
あ
し
な
が
奨
学

金
募
金
や
３
Ｒ
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

☆
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
積
極

性
」

　

さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
、
そ

の
な
か
で
声
か
け
な
ど
を
自
分

か
ら
積
極
的
に
す
る
よ
う
に
心

が
け
て
き
ま
し
た
。

　
「
募
金
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
、

知
ら
な
い
人
に
声
を
か
け
る
の

は
、
最
初
は
恥
ず
か
し
か
っ
た

り
、
ち
ょ
っ
と
不
安
な
こ
と
で

も
、「
あ
り
が
と
う
」
な
ど
の

感
謝
の
言
葉
を
言
わ
れ
た
時

に
、
自
信
が
つ
い
て
、
楽
し
く

な
り
、や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

「
も
っ
と
人
の
役
に
た
ち
た
い
」

と
い
う
積
極
的
な
思
い
も
強
く

な
り
ま
し
た
」、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
参
加
し
て
、
自
分
の
成
長

を
感
じ
て
い
ま
す
。
幅
広
い
世

代
の
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
視
野
が
広
が
り
、
社

会
に
出
る
準
備
が
で
き
ま
し

た
」
と
、
部
員
た
ち
は
活
動
を

と
お
し
て
成
長
で
き
た
と
実
感

し
て
い
る
よ
う
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
顧
問栗

川
　
治

＝
高
校
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
各
校
顧
問
の
先
生
に
紹
介

い
た
だ
い
た
、
連
載
「
笑
顔　

共
に
」は
今
回
で
終
了
し
ま
す
。

ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
＝

感
謝
の
言
葉
で
自
信
と
や
り
が
い

新潟西高校青藍文化祭でのだんご販売

あそか苑夏祭り

　
新
潟
西
高
等
学
校ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
部

　

に
い
が
た
☆
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
紹
介

笑
共に
顔

Vol.16
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最
近
は
全
国
的
に
お
ひ
な
さ
ま
を
巡
る
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。
本
来
の
ひ
な

祭
り
に
は
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
っ
た
の
で

し
ょ
う
?

　

今
で
も
「
流
し
び
な
」
と
い
う
行
事
が
行
わ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
紙
や
ワ
ラ
で

作
っ
た
質
素
な
男
女
の
人
形
を
桟
俵
に
乗
せ
て

流
し
ま
す
。
厄
払
い
の
た
め
に
紙
の
人ひ

と

形が
た

に
息

を
吹
き
か
け
て
神
社
に
奉
納
す
る
こ
と
が
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
本
来
は
３
月
３
日
の
ひ
な
祭

り
に
は
そ
の
よ
う
な
意
味
が
あ
っ
た
よ
う
で

す
。

　

女
の
子
が
ひ
い
な
、
い
わ
ゆ
る
人に

ん

形ぎ
ょ
う

で
遊
ぶ

の
で
、
ひ
な
祭
り
に
女
の
子
の
成
長
を
祈
る
祭

り
と
い
う
考
え
が
強
く
な
り
ま
し
た
。
徐
々
に

ひ
な
人
形
も
華
美
に
な
り
、
流
し
び
な
で
は
男

女
の
二
体
で
あ
っ
た
の
が
、
三
人
官
女
や
五
人

囃
子
な
ど
人
数
が
増
え
、段
数
も
増
え
ま
し
た
。

当
然
高
価
に
な
り
ま
す
。

　

以
前
、私
が
年
中
行
事
を
調
べ
た
塩
沢
町（
現

南
魚
沼
市
）
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
お
ひ
な
さ

ま
の
あ
る
旦
那
さ
ま
の
家
を
回
っ
て
お
菓
子
を

も
ら
い
歩
い
た
、
と
い
う
話
を
聞
き
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
に
ど
こ
の
家
で
も
お
ひ
な
さ
ま
を
飾

る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
風
習
も
な
く
な
り
ま
し

た
。
今
は
住
宅
事
情
な
ど
で
段
飾
り
は
姿
を
消

し
て
い
く
よ
う
で
す
。今
回
は
、に
ぎ
や
か
だ
っ

た
お
ひ
な
さ
ま
の
世
界
を
想
像
し
て
描
い
て
み

ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
厄
が
去
っ
て
幸
せ
な
春
が

来
る
こ
と
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　

３
年
に
わ
た
っ
て
表
紙
絵
を
描
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
今
回
が
最
後
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
新
潟
各
地
の
物
語
を
訪
ね
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
　

文
・
絵　

高
橋　

郁
丸

　
　
　
　
　
　
（
新
潟
県
民
俗
学
会
理
事
・

新
潟
妖
怪
研
究
所
長
）

＝
今
回
で
本
連
載
を
終
了
し
ま
す
＝

ひ
な
祭
り

　
厄
払
い
か
ら
女
の
子
の
成
長
祈
る
祭
り
に

の

表
紙
絵
作
家
が
交
代
し
ま
す

　

２
０
１
７（
平
成
29
）年
４
月

か
ら
本
号
ま
で
３
年
に
わ
た
っ

て
、新
潟
市
中
央
区
の
漫
画
家・

高
橋
郁
丸
さ
ん
の
作
品
で「
福

祉
に
い
が
た
」と「
福
祉
に
い
が

た　

オ
ア
シ
ス
21
」の
表
紙
を

飾
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
併

せ
て
、
そ
れ
ら
の
絵
に「
新
潟

の
妖
怪
」「
新
潟
の
民
話
」「
新

潟
の
信
仰
」の
表
題
で
、
研
究

さ
れ
て
い
る
新
潟
の
民
俗
学
に

基
づ
い
た
解
説
文
を
寄
稿
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ご
苦
労
様
で
し

た
。
表
紙
絵
も
、
解
説
文
も
高

橋
さ
ん
の
人
柄
を
映
し
た
温
か

く
親
し
み
の
あ
る
も
の
ば
か
り

で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

４
月
号
か
ら
は
、
え
か
き
の

「
し
ゅ
ん
す
け
」さ
ん
の
作
品
が

表
紙
を
飾
り
ま
す
。

皆
さ
ん
が
笑
顔
に
な
る
作
品
を

　

２
０
２
０
年
度
の
表
紙
絵
を

担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
、し
ゅ
ん
す
け
と
申
し
ま
す
。

３
年
ほ
ど
前
か
ら
本
格
的
に
絵

を
描
き
始
め
、
街
の
な
か
に
展

示
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
昨
年

度
は
新
潟
駅
前
の
道
路
ア
ー
ト

や
新
潟
市
観
光
循
環
バ
ス
に
も

採
用
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

絵
を
描
く
こ
と
で
悩
む
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
い
つ
も
皆
さ

ん
の
喜
ん
で
く
れ
る
姿
や
表
情

に
励
ま
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、

自
分
の
描
い
た
作
品
を
見
て
ま

た
笑
顔
に
な
っ
て
ほ
し
い
、
と

強
く
感
じ
る
の
で
す
。

　

絵
に
よ
く
登
場
す
る「
さ
る

吉
く
ん
」は
、
自
分
の
気
持
ち

な
ど
を
重
ね
て
描
く
こ
と
も
多

い
で
す
。
笑
っ
て
い
る
、
泣
い

て
い
る
、
時
に
ち
ょ
っ
と
ひ
ね

く
れ
て
い
る
、い
ろ
い
ろ
な「
さ

る
吉
く
ん
」を
楽
し
み
に
し
て

い
て
く
だ
さ
い
。

　

読
者
の
方
に「
福
祉
に
い
が

た
」の
表
紙
を
、
毎
月
楽
し
み

に
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
作
品

を
描
い
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

しゅんすけ氏
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感
想
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

亡
く
な
っ
た
父
親
の
後
を
継
い
で
平
成

13
（
２
０
０
１
）
年
に
理
事
長
に
就
き
ま

し
た
。「
福
祉
の
『
ふ
』
の
字
も
分
か
ら
な

か
っ
た
」
と
言
い
ま
す
。
し
か
し
、
自
身

も
障
が
い
が
あ
り
な
が
ら
、
ア
ビ
リ
テ
ィ

燕
を
立
ち
上
げ
、
古
い
ア
パ
ー
ト
を
生
活

支
援
ホ
ー
ム
と
し
て
、
障
が
い
の
あ
る
人

た
ち
の
こ
と
を
第
一
に
考
え
、
自
立
を
応

援
し
て
き
た
父
親
の
背
中
を
見
て
育
っ
た

だ
け
に
、
自
然
に
入
っ
て
行
け
た
世
界

だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

手
探
り
状
態
で
の
運
営
は
、
福
祉
作
業

所
「
ト
ム
・
ソ
ー
ヤ
」
が
県
指
定
障
害
福

祉
事
業
所
と
な
っ
た
平
成
21（
２
０
０
９
）

年
を
契
機
に
、「
や
り
た
い
こ
と
が
、
い
っ

ぱ
い
あ
っ
て
」
と
ト
ム
・
ソ
ー
ヤ
と
事
務

所
を
創
業
地
か
ら
現
在
地
に
移
転
し
、
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
や
５
カ
所
目
と

な
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
女
子
寮
を
増
設
、

「
喫
茶
つ
ば
め
や
」
を
開
店
、
さ
ら
に
中

途
障
が
い
者
の
た
め
の
「
ト
ム
の
家
」
を

設
け
る
な
ど
、
一
人
一
人
の
力
を
引
き
出

し
自
立
・
就
労
を
後
押
し
す
る
場
を
増
や

し
て
き
ま
し
た
。
ト
ム
・
ソ
ー
ヤ
の
手
織

り
の
ス
ト
ー
ル
は
品
質
の
良
さ
で
人
気
で

す
。「
し
っ
か
り
と
作
っ
て
い
る
こ
と
を
認

め
て
ほ
し
い
」
と
力
を
込
め
ま
す
。

必
要
な
資
格
を
取
り
な
が
ら
の
運
営
で

し
た
。「
勉
強
は
新
し
い
も
の
に
触
れ
ら
れ

る
。
若
い
人
た
ち
と
一
緒
の
勉
強
は
楽
し

い
」「
70
歳
近
い
利
用
者
も
い
る
。
年
を

取
っ
た
人
の
支
援
を
ど
う
し
た
ら
良
い
の

か
。
こ
れ
か
ら
は
介
護
と
障
が
い
の
問
題

が
一
緒
に
来
る
。
介
護
支
援
専
門
員
の
資

格
も
必
要
と
な
る
。
支
援
は
生
き
が
い
に

な
っ
て
い
る
」
と
注
ぐ
思
い
は
尽
き
ま
せ

ん
。バ
イ
タ
リ
テ
ィ
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
と
の
結
び
付
き
も
大
切
に
し
て
い

ま
す
。
作
品
展
や
絵
本
の
作
者
を
招
い
て

の
読
み
聞
か
せ
会
か
ら
公
園
の
草
取
り
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
同
時
に
「
遊
び
も

仕
事
も
頑
張
ろ
う
」
と
旅
行
な
ど
に
積
極

的
に
出
か
け
て
い
ま
す
。
障
が
い
が
あ
っ

て
も
、
い
ろ
ん
な
所
へ
行
っ
て
、
お
い
し

い
も
の
を
食
べ
て
楽
し
も
う
と
い
う
心
意

気
で
す
。

　
「
前
向
き
に
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
頑
張
っ

て
い
こ
う
」
法
人
名
に
込
め
ら
れ
た
思
い

を
体
現
し
て
い
ま
す
。

明るく前向き、障がい者の自立支援

楽しいクリスマスパーティー

ユニゾンの図書館ニュース
「脳科学者の母が、認知症になる」 著者：恩蔵　絢子

発行：河出書房新社

　「認知症の人の、その人らしさ」とは？脳科学者の恩蔵絢子さんが、認知症になった母と暮ら
す日々を２年半に渡り記録し、記憶を失ってもその人らしさは失われないのかを考察。脳科学者、
そして認知症の人の家族という視点での発見や母との日々をつづった 1冊。

問い合わせ　新潟ユニゾンプラザ図書情報ルーム　☎ 025-281-5514

福 祉 の 現 場
No.43

― 福祉の現場で働く人たちに、 
仕事の魅力と懸ける思いを聞きました―

特定非営利活動法人 アビリティ燕
理事長・管理者

近
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藤
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麻
ま

理
り

子
こ

さん
◆資格
　 社会福祉士、精神保健福祉士
◆モットー
　 最初からダメと言わない。何でもやっ
てみよう

◆所属団体情報
　アビリティ燕
　燕市桜町５番地
　☎ 0256-66-0003
　e-mail ／ ability@ginzado.ne.jp
　 ホームページ／  
http://ability-tsubame.com


